【R3.1　広島労働局】

特定求職者雇用開発助成金受給に係る要件確認書
　特定求職者雇用開発助成金の申請に当たっては、特に就職が困難な方をハローワーク等の紹介により継続して雇用する労働者として雇い入れた上、一定の要件を満たす必要があります。

　ついては、下記の項目を記載のうえ提出してください。
　なお、記載内容が事実と異なる場合、助成金を受給していただけなくなることがあります。
記
１　対象労働者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　安定所等の紹介以前に、対象労働者と面識（見学を含む）がありましたか。

　　　　　　　　　・　ある　　　　　　　　　・　ない
　「ある」に○をした場合、次のいずれですか。該当項目に○をしてください。

a　過去に当事業所に勤務していたことがある。（アルバイト、ボランティア含む）

b  紹介日以前に対象労働者と面接、見学、実習、研修等を行った。
C　対象労働者と直接会ったり、電話やメール等でやり取りをしたことがある。
d　対象労働者の前職の事業所から採用を依頼された。
e　対象労働者が、以前自営業を行っていた時に取引があった。
f　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※あるに○をした場合　→　その際、内定があった　　　　はい　・　いいえ
交通費等、金銭を支給した　　はい　・　いいえ

　　　　　　　　　　
３　雇用契約書（又は労働条件通知書）の内容どおり勤務していますか。
　　　　　　　　・　いる　　　　　　　　　・　いない
「いない」に○をした場合、次のいずれですか。該当項目に○をしてください。
a　当該対象期間以降に対象労働者が離職したため。
　（離職理由：　　　　　　　　　　　　　　　　）←必ず理由をご記入ください。
b　対象期間の中途で、契約内容を変更したため。
c　契約内容は同じだが、対象者の都合で欠勤、早退等をしているため。
d　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　時間外勤務・休日出勤等はありますか。
　　　　　　　　　・　ある　　　　　　　　　・　ない
「ある」に○をした場合

→勤務時間、時間外勤務が日ごとに分かる書類を提出していただくことになります。
→残業手当、休日出勤手当の支払いがある場合、１時間当たりの計算方法を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　事業所において、高年齢者雇用確保措置を実施していますか。

（高年齢者雇用確保措置の詳細については、管轄安定所にお尋ねください。）

　・　実施している　　　　　　・　実施していない

上記の記載内容に相違ありません。
　令和　　　年　　　月　　　日
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